
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
馬
渕
町

一
九
八
五
年

（昭
６０
）

一
〇
月
を

一
二
月

働
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

仲
川
　
靖

集
落
跡
及
び
官
衛
跡

弥
生
時
代
後
期
、
奈
良
時
代
中
期
、
平
安
時
代
後
期
を
鎌

倉
時
代
初
頭

７
　
連退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

勧
学
院
遺
跡
は
、
近
江
八
幡
市
の
西
南
部
に
位
置
し
、
日
野
川
東
岸
の
標
高

約
九
七
ｍ
の
水
田
地
帯
に
あ
る
０　
一
九
八
五
年
に
県
営
ほ
場
整
備
事
業
が
計
画

さ
れ
、
事
前
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
付
近
は
以
前
よ
り
、
「
西
殿
」
「大
」

と
記
さ
れ
た
奈
良
時
代
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
蒲
生
郡
衝
の
推
定
地

と
さ
れ
て
い
た
。
調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
中
期
の
二
間
×
三
間
の
総
柱
の
掘

立
柱
建
物
二
棟
、
井
戸

一
基
、
溝

一
条
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
、
そ
の
う
ち
の

井
戸
よ
り
出
上
し
た
。
井
戸
は
四
隅
横
桟
止
め
縦
板
井
戸
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、

鎮
め
の
祭
を
し
て
埋
戻
し
て
お
り
、
斎
串

・
柳
箱

・
桃
の
種
子

・
瓜

・
網
籠

土
器
片
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
「
　

　

之
子

論
語
□
『
論
□
論
天
』

【霊巾〕
く
天

左
右
　
我

□
□
□

654321

滋
賀
・勧
学
院
遺
跡

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

か

ん

が
く

い
ん

天
　
　
　
　
道
　
　
　
『
天
』

我
我
我
我
　
□
道
天
　
□
　
」

(近江八購)



1985年出上の木簡

□

□
□

日
日
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
□

□
日
日
旧
□

『
，〈
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

∞
∞
μ
×
ヽ
∞
Ｘ
Ｐ
Ｏ
　
　
Ｏ
ω
伽

習
書
木
簡
で
、
二
人
の
人
物
が
書
き
記
し
た
と
み
ら
れ
る
。

『
論
語
』
と
い

う
書
籍
名
と
漢
籍
の
一
文
に
あ
る
か
と
思
え
る
文
字
を
手
習
い
し
た
と
み
ら
れ

る
。

『
論
語
』
は
、
養
老
学
令
５
経
周
易
尚
書
条
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
で
は

大
学
寮
で
の
必
修
書
で
、
官
吏
登
用
試
験
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
習
書

木
簡
も
、

『論
語
』
と
い
う
文
字
を
手
習
い
し
て
い
た
下
級
役
人
の
姿
を
ほ
う

か
つ
さ
せ
る
。
又
、
蒲
生
郡
衝
の
存
在
を
示
唆
す
る
資
料
と
も
言
え
よ
う
。

（仲
川
　
靖
）

災
吻
レ
吻
賜
物
物
物
賜
吻
甥
甥
物
甥
物
甥
吻
物
咳
咳
物
か
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